
書式第 12号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 4年度 事 業 報 告 書

1 事業の成果

Unbiaged Learningは、活動をサポー トする定期的なボランティアの基盤として複数名のアクティブ

なボランティアを有しています。

我々は、tee(bdeCampプ ログラミングカリキュラム全体の 90%(3000時間のコンテンツ)を翻訳しま

した。そして、�∞CodeCamp Japanが 2022年 1月 末に成功裏にローンチしました。

Unbia“d Leangのサー ドプレイスを確立するために、缶∝CodeCampのプラットフォームを活用し

ました。Unbia“d膿卿mmgのサー ドプレイスとは、Unb�∞d bmmmgのオフィスで誰でも歓迎され、

プログラミングを学び、仲間に出会 うことができる場所のことです。

今年は UnbMsed Le"m電 が初めてのイベン トを開催 し、高校生にプログラミングの授業を提供 し、佐

世保市のサー ドプレイスの設立を支援始まりました。

※士∝CodeCampと は、アメリカの特定非営利活動法人です。プログラミングに特化した最大のオープ

ンラーニングコミュニティプラットフォームです。すでに 10カ リキュラム (3,000時間)、 8,000以上の

学習用記事、1,000以上の学習用ビデオを無料で提供しており、おJhbeでは 728万人のフォロワーが

います。あいにく、現在日本語でコンテンツを提供していなくて、日本人コミュニティはほとんどいな

いです。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業              (事 業費の総費用 【0】 千円)

足款
さ
事

に記載
れた
業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千 円)

プ ログラ ミ
ングに関す
るコ ミュニ
テ ィづ く り
事業

毎 週 末 1日 、オ フ ィ ス を
オ
プ
,
入

―プンにして、
ログラミング
とする人たち
れ て い ま

一緒
を学
を受
す

に
ぼ
け

freeCo“Camoのプラッ
1ヽ フォームを活用 し、ど
の よ うな レベルの方に
も適 した学習 コンテン
ツを提供 します。常に 1

人以上のメンターが付
き、サポー トやオ リエン
テーションを行います。
毎月、受講生は他のメン
バーの前で 自分の成長
を発表 します。カリキュ
ラムを修了すると、その
カ リキュラムのメンタ
ーになることができ、受
講生か らメンターヘ と
人が入れ替わ り、受講生
の興味や学習意欲 を持
続 させ、上達 させること
ができます。

9月 か ら週 l

回

オフィ

ス

1

とボラ

ンティ

ア

プログラミン

グを勉強した

い方

15 0

盤崖墜襲歴勤圭と __堕堕堅止堕Iニュニ____



HT肌・CSSプログラミン
グの体験会/Event。 渋谷
のど真ん中とい うアク
セスしやすい場所で実
施しました。参加者から
好評を得たため、来年も
複数回実施する予定で
す。

11月 05日

14:00-16:30

渋谷キ

ューズ

3

とポラ

ンティ

ア

プログラミン

グを勉強 した

い方

10 0

コ ミュニテ ィメンバー
を増やすためのデ ジタ
ル マ ー ケ テ イ ン グ
(SNS、 媒体)。 プログ

ラ ミングに興味を持 っ
ているが中々始ま らな
い・ 続 か な い 方 に 、
Unbia“d Lttrnlngの
サー ドプ レイス に興
味・参加 していただくよ
うに活動しております。

月 2回
オンラ

イン

ボラン

ティア

プログラミン

グを勉強 した

い方

60 0

コンテンツ
(ビデオ、

記事など)

作成、翻訳
事業

カ リキ ュ ラ ム の 翻 訳
(■eeC(�eCamp追 加

分)をいたしました。
1月 ,9月

オンラ

イン
2

日本語を話す

缶eeCodeCalmp

プラントフオ

ーム利用者

40,000 0

地域や学校
での講演会
(対面・オ

ンライン)

や見学会の
開催による
教育事業

田園調布雙葉学国の高
校生を対象に、Python
プログラ ミングの講座
を三日間を跨いで 3回
実施 してお ります。

11月 18日

-21日

08:45-12:45

田園調

布雙葉

学園

2

とポラ

ンティ

ア

高校生 30 0

サー ドプレイス佐世保
市の共同設立を支援し、
サー ドプレイス間の共
同プログラミング活動
を行っています。

10月 01日 か

ら

佐世保

市・オ

ンライ

ン

1

プログラミン

グを勉強 した

い方

6 0



書式第 13号 (法第 28条関係)

令和 4年度 活動計算書 (そ の他事業が上登場合)

事 業 報 告 用

特定キ●■活動法人 unbiased tearning

H目 奎  銀 小計・ 合計

縦 奮 収
=1 受

職 彗ξl費
50.000

0

50.000

2 曼取寄喘全

受取寄附金

菫設投 入評■益

22.416
0

22.416

3 曼取勁蔵会●

受取檜勁金

4 事業収奎

5 その色の収奎

受取利息

A

饉 ● lR菫 針 72.416

(2

(1)人

(2)モ

(1)

会議贅

旅費交通賽

撻設等評

“

費用

減面償却費

印8`製本,

雀具報醸

綸科手当

…

費用

福利厚生費

梢iC品 費

水道え熱,■

通信還巌■

地代家贅

旅費交通費

減薇償却費

綸科手当

投員報酬

退職綸付姜用

福利厚生■

」 菫 3'コ 菫 獨 :Al― :Bl ・ … 0 72 416

固定贅産■却●

過年度損益修正益

D

災害損矢

目

当 胡 饉

'外
量 菫 額 :c】 ― :Dl ・・・ ②

'2.416

茨 」 饉 

“

 正 崚  財 産 ● C― の +0

摯

72 416

3,■ 日

■ 1:::

■11‖ :

ニ 由 ●  日|十

)1澤 彙 外 崚 き

蔭 メ

"●
■

“

壼 林 ● 熙

外 ● 用 計

法人機、住民■及び事業■ ・・・0
前彗ニユT藍針産薔 ・・・0



書式第 15号 (法第 28条関係)

令和 4年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 unbiased Learning

科 目 金  額 小計・ 合計

資 産 の 部

現金預金

未収金

欄卸資産

72,416

0

72.416

A

2

(1) 形固定資産

(2)無影目定資産

ンフ トウェア

借地権

(3)投資その他の資産

敷金

長期貸付金

車両運搬具

什器備品

フ2.416

【A】 資 産 合 計 ①+② 72.416

【B-1 の

負 債 合 計 ③+④

72,416

【B-2

正 味 財 産 合 計 72.416

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 72.416

動資産

資産合計  ・・・ ①

未払金

預 り金

長期借入金

退職給付引当金

0



28

令和4年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

饉曖ヨE菫型量重童人___Unh_1_■ 輩■_L9_aIュ!ng

重要な会計方針

計算書類の作成は、NЮ法人会計基準 (2010年 7月 20日 2017年 12月 12日 最終改正 NPO法人会計基準協議会)

によっています。
(1)欄卸資産の評価基準及び評価方法

欄卸資産の評価基準は原価基準により、評価方法は総平均法によっています。

(2)固定資産の減価償却の方法

車両運搬具及び備品の減価償却は定率法によつています。

(3)引当金の計上基準

・ 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき当期末に発生していると認められる

金額を計上しています。なお、退職給付債務は期末自己都合要支給額に基づいて計算しています。

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

施設の提供等の物的サービスの受入れは、活動計算書に計上しています。

また計上額の算定方法は「3_施設の提供等の物的サービスの受入の内訳」に記載しています。
(5)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によつています。

2. 事業別損益の状況

科 目
ノ1,グ ラミングに目す

`ユミュニティづく,事●

コンテンツ fビ デオ.●事

など

'「
成、日籠事0

ヨンテンツ
`ビ

デオ.“事

なる ●点、コま事拿
百・ オンライ ン)や韓 会 事業部門計 管理部門 合計

０

０

０

０

０

０

２

50,000

22,416

0

0

0

72.416 72.416

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

ｎ

ｖ

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

６五
＾

つ
一

０

０

０

０

０

６，

“

Ａ
Ｕ 72,416 72,416

0 72,416 72,416

ｎ

〉

1 経常収益
1・ 受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5。 その他収益

経常収益計

Ⅱ 経常費用
(1)人件費

給料手当

役員報酬

退職給付費用

福利厚生費

人件費計
(2)その他経費

会議費

旅費交通費

施設等評価費用

減価償却費

印刷製本費

ソフトウェア

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額



内容 金額 算定方法

４

．

3. 施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増波及び残高の状況)は以下の通りです。

当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。

したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

5. 固定資産の増減内訳

6. 借入金の増減内訳

:円 )

当期減少額 期末残高 備 考内容 期首残高 当期増加額

合計

期末帳簿価額取得 減少 期末取得価額科 目 期 首取得価額

72,41672,416 72,416

72,41672,416 72,416

有形固定資産

無形固定資産

ソフトウェア

投資その他の資産

合計

当期返済 期末残高科 日 期首残高 当期借人

合計

l減価償却累計額

o l



７

， 役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通 りです。

8。  その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

科 目

計算書類に

計上された

金額

内、役員と

の取引

内、近親者

及び支配法

人との取う|

22,416 22,416

22、 416 22.416 ＾
Ｕ

(活動計算書)

受取寄附金

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和 4年度 財産目録

事 業 報 告 用

特定非雷■オ●去人 unbiased Loarning

■ 目 t I:,h tti6 n

o:

0

72.4:5

?2.416

50.476

15.940

相卸資産

借地権

長期貸付金

A の

仝

2

(2)

1全

・霧骨缶籠全

(1)有
=口

,■産

車両菫撮具

事業岡車両

仕豊彎昴

バンコン

ンフトウェア

ウエプサイト

メールボックス

，

敷

【A】 ■ 産 合 計 0+②

ヽ払奎

長翔借人奎

退■綸付
`1当

全

IB-1】 資 壼 合 計 0+0

預り全

凛■餞●■

,2.416IB-2,正 蛛 財 奎 合 計 :A】 ― :B-11

0

7, 416

0

0



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 4年度年間役員名簿 (薔事業年度において食員であったことがある全員の氏名及び住所又は居所菫
びにこれらの者についての講事業年度にお1チ る薇醐の有無を記載した名簿)

特定ウト1彗申111活動1法人 unbiased Learning

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反 していません。 (法第 21条関係)

役 名
どちらかにO

(フ リガサ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該 当者のみに記入)

氏    名

1
監 事

テラン ドロ

トマ アン トワン 2022年 01月 01日

2022■「■2月 31日

年 月

月

日

日年
TELANDR0

THOMAS ANTOINE

2 監 事

モモセ

キ ミオ
2022年 01月 01日

2022■■12月 31日

年

年

月

月

日

日
百瀬 公朗

3

オオクワ

カズテル
20221「01月 Ol日

2022句「■2チ:31日

年

午

月   日

月   日
大桑 一晃

4 監 事

..t ) ra
'ztY7t 2022年 01月 01日

20224F■ 2月 31日

年

年

月

月

日

日
井上 峻輔

2 役員一覧

⌒理‐∪



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )

設立・ 事業報告用

社 員 名 簿 (社長のうち10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 unbiased tearning

氏   名

1
TEL力‖DRO THO田 AS
ANT01‖ E

2 百瀬 公朗

3 大桑 ―晃

4 井上 崚輔

5 夏目 健

6 大森 俊秀

7 鷹取 宏

8 柴田 豊信

9 伴 果純

10 加藤 節雄

11

12


